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大田区自立支援協議会 防災・あんしん部会議事録 

          文責：事務局 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 第 14回 防災・あんしん部会 

(２) 開催日時 令和５年２月８日（水）  13：30 ～ 15：30 

(３) 開催場所 障がい者総合サポートセンター Ａ棟５階 多目的室 

(４) 出席した 

委員、事務局等 
委 員 （部会長：志村 陽子）     ＜敬称略＞ 

蛭子 明子 山内 京子 一色 ふみ子 生駒 友一 北畠 拓也 

宇田尻 浩司 福田 美和    

事務局： 森合 美穂、大本 哲也、江川 奈保美、堀内 蘭 

１ 連絡・確認事項 

（１）司会・書記の確認（司会：宇田尻委員、書記：事務局） 

（２）出欠者・オブザーバー参加者・配布資料の確認 

 

２ 前回の振返り 

  第 13回専門部会の議事録・ご意見カードの確認。 

 

３ 議題 

（１）令和３・４年度専門部会のまとめ 

１月 31 日に作業部会を行い、令和３年度中間報告の資料をもとに報告書の内容を検討

した。令和３・４年度の報告書は、専門部会の内容を６スライドでまとめる必要があ

る。 

「あんしんカフェ」、「在宅避難について」、権利擁護「合理的配慮」、「個別避難計画」

の４つの項目についての報告、次年度に検討すること、今後の課題などを報告用スラ

イドに反映させている。報告用スライド（案）を確認しながら、専門部会内で意見交

換を実施する。 

＜報告書（案）に関する意見＞ 

・「あんしんカフェ」の報告用スライドについて２案提示されているが、どちらの内容

反映されたスライドにした方が良い。「抽出された課題・意見」と「委員からの感

想」をどちらも報告することで、あんしんカフェ全体のイメージが伝わるのではない

か。 

   ・「次年度に向けて」の項目をスライドとして作成せず、各スライドに次年度で取り組

むこと、今後の課題を記載することができれば、「あんしんカフェ」の項目で提示さ

れている２案の内容を反映させることができる。 

   ・「在宅非難について」オブザーバーという書き方では、意味が伝わりにくいと思われ

る。話題提供者、ゲスト、アドバイザーなどの表記が良いのではないか。 

   →今回の報告書では、表記を「話題提供」に統一する。 

 

（２）次年度に向けて 

  ・専門部会内で意見交換をするだけでなく、専門部会としてできることを検討する。理

解啓発や防災について、専門部会内で挙がった課題を他の会議体やネットワークへ繋

げていく必要がある 

  ・あんしん（権利擁護）については、「あんしんカフェ」の今後の開催方法について検

討する。 

  ・防災については「個別避難計画」の共有方法や、自助の工夫について検討する。 

 

（３）２年間を通しての感想 

・令和３年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあり、専門部会が中止になる

ことが多かった。令和４年度は専門部会の開催ができてよかった。 

   ・令和２年度に企画した「まちあるき」などが令和３・４年度には取り組むことができ

ず残念だった。自分は障がいと感じていないことでも、相手にとっては社会参加の障
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がいになることを専門部会で学ぶことができた。障がいのある方が困り感を自ら発信

をしなければ、社会には気が付いてもらえないため、今後は理解・啓発も兼ねて、部

会外の人とも協力していきたい。 

   ・部会に参加して様々なことを知ることができた。障がいの有無にかかわらず、お互い

が手を差し伸べて生きていくことが大切だと感じた。 

   ・パソコンやスマートファンの画面を通してではなく、直接顔を合わせて専門部会を開

催できて良かった。急に災害が来たらどうしようと考えてしまうが、個別避難計画な

ど区としての防災に関する取り組みがやっと始まり、皆さんでこれからも意見交換を

していきたい。 

   ・自分の考えに固執しないように気を付けているため、委員の方の客観的な意見を聞く

ことができてよかった。 

   ・助ける・助けられる、という関係ではなく、お互いが思いやりを持って過ごしていけ

たら良い。地域の取り組みとも連携していきたい。 

   ・自分が所属する団体へ、専門部会の意見を共有している。団体として協力していきた

い。 

 

４ 委員及び各関係機関からの情報提供 

 （１）情報提供 

・「第９回くらし健康あんしんネットおおた」について 

区民公開講座「介護の入口どう予防する？」 

日時：令和５年３月 18日（土） 14時から 16時 会場：池上会館 

     ・「バリアフリー映画祭」について 

 

 （２）ご意見カード記入 

 

 


